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祝
成
人 

 

小
笠
原
村
で
今
年
め
で
た
く
成
人
さ
れ
た
方
々
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

樋
口
由
莉 

千
葉
静
波 

時
澤
千
咲 

井
ノ
口
陽
人 

山
﨑
美
鈴 

伊
奈
裕
二 

森 

伽
織 

梅
原
み
づ
き 

登
地
桃
子 

飯
田
大
介 

堀
越 

和 

石
原
健
人 

星
野
日
南 

土
居 

凪 

森
田
杏
樹 

新
島 

快 
 

宮
川
青
美 

石
井
徳
乃 

小
森
谷
有
加
里 

（対
象
者
・
敬
称
略
） 

式
典
は
、
１
月
１
日
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
14
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
席
者
一
人
ず
つ
、
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
に

見
守
ら
れ
、温
か
く
晴
れ
や
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
の
新
成
人
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。 

 

              

  
 

     

小
笠
原
村
消
防
団
出
初
式 

 

１
月
５
日
に
母
島
沖
港
野
積
場
で
母
島
分
団
出 

初
式
が
、
１
月
11
日
に
父
島
二
見
港
船
客
待
合
所 

で
小
笠
原
村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
が
見
学
さ
れ
る
中
、
式
典

お
よ
び
放
水
演
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。                                       

 

式
典
終
了
後
は
、
消
防
車
の
体
験
乗
車
に
多
く
の

子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
未
来
の
消
防
団
員
の
笑
顔
で

車
内
は
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

 ◆
出
初
式
で
表
彰
お
よ
び
紹
介
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
27
年
中
の
表
彰
◆ 

【
消
防
団
員
表
彰
】 


 

東
京
都
功
労
者
表
彰 

  

森
本 

智
晶 

 

副
団
長
（
父
島
） 


 

勤
続
20
年
特
別
表
彰 

寺
戸 

慈
須 

 

団
員
（
母
島
） 


 

小
笠
原
村
長
特
別
功
労
章 

  

奥
山 

満 
 
 

団
員
（
母
島
） 


 

小
笠
原
村
長
功
労
章 

  

森
下 

彰
太 

 

団
員
（
父
島
） 


 

日
本
消
防
協
会
勤
続
章 

  

赤
石 

一
昌 

 

団
長
（
父
島
） 

 

佐
々
木 

英
樹 

班
長
（
父
島
） 


 

日
本
消
防
協
会
功
績
章 

  

沖
山 

精
二 

 

班
長
（
父
島
） 


 

日
本
消
防
協
会
精
績
章 

  

阪
本 

紀
子 

 

団
員
（
父
島
） 


 

東
京
都
消
防
褒
賞 

  

和
田 

元 
 
 

班
長
（
母
島
） 


 

東
京
都
消
防
協
会
功
労
団
員
表
彰 

  
和
田 
元 

 
 

班
長
（
母
島
） 


 

東
京
都
消
防
協
会
優
良
団
員
表
彰 

  

大
井 

康
代 

 

班
長
（
父
島
） 

  

柏
木 

徹 
 
 

団
員
（
父
島
） 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

1/26現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

12月気象状況   （父島） 

最高気温   27.5℃ 

最低気温   15.3℃ 

平均気温   22.0℃ 

平均湿度   73％ 

月降水量   77mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（1/1）  
 

 

             2,587人 
 
 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,120人   467人 
 

 

 

  世帯      1,200    256 

ＮＯ．６５４ 

平成 28 年(2016) 

2/１(月)  

小笠原村消防団 放水演習（父島） 小笠原村消防団 母島分団 

 

小

笠

原

村

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
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都
営
小
笠
原
住
宅
の
建
替
え
に 

関
す
る
説
明
会 

 
 

 

東
京
都
に
よ
る
、
都
営
小
笠
原
住
宅
の
建
替
え
に

関
す
る
村
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
第
１
回 
２
月
８
日
（
月
）
午
後
２
時 

 
 
 
 
 

第
２
回 

２
月
８
日
（
月
）
午
後
７
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
９
日
（
火
）
午
後
７
時 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２─

３
１
１
１ 

 

小
笠
原
中
学
校
学
校
公
開
お
よ
び 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

平
成
27
年
度
小
笠
原
中
学
校
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。  

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
「豊
か
な
心
を
育
み
、自
ら
考

え
実
践
す
る
意
識
を
高
め
る
道
徳
教
育
」を
年
間
テ

ー
マ
と
し
て
、
全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご
参
観

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
学
校
公
開
】 

《
日
時
》
２
月
４
日
（木
）～
６
日
（土
） 

 
 
 
 

平
常
授
業
（午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時
20
分
） 

※
全
期
間
を
通
じ
て
、
校
舎
内
で
は
「教
科
作

品
の
展
示
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
】 

《
日
時
》
２
月
６
日
（土
） 

〇
１
～
２
校
時
は
平
常
授
業 

（午
前
８
時
20
分
～
午
前
10
時
10
分
） 

 
 

〇
３
校
時 

道
徳
授
業
地
区
公
開 

（午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分
） 

 
 
 
 

〇
意
見
交
換
会 

 
 
 

（午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
20
分
） 

 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

  
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

２
―
２
５
０
２ 

 

第
１
回
教
育
委
員
会 

  

【
平
成
28
年
第
１
回
教
育
委
員
会
】 

《
日
時
》
２
月
９
日
（火
）午
前
10
時
～ 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 軽
自
動
車
税
の
変
更 

 
平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
28
年

度
課
税
分
か
ら
軽
自
動
車
税
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。 

                

                              ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
届
出 

 

◎
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、
所
有
者
変
更
、
転
出
な

ど
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！ 

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
登
録
名
義
人
に
対
し

課
税
し
ま
す
。 

廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
は
４
月
１
日
（
金
）
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
と
、
平
成
28
年
度
以
降
も
課
税
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
の
発
送
は
５
月
11
日
（
水
）
と
な
り
ま
す
。 

小
笠
原
村
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
車
両
は
内
地
で
の
手

続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
所
管
の
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

                  

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

土
地
・家
屋
の
用
途
変
更
の
届
出 

  

固
定
資
産
税
の
か
か
る
土
地
や
家
屋
は
、
現
況
の

用
途
に
応
じ
て
課
税
し
て
い
ま
す
。
土
地
や
家
屋
の

用
途
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。 

二
輪
車 

（
排
気
量
１
２
６
㏄ 

以
上
） 

軽
自
動
車 

（
二
輪
車
は
除
く
） 

小
型
特
殊
自
動
車 

 

（
農
耕
作
業
用
、 

 
 
 

そ
の
他
の
も
の
） 

原
動
機
付 

自
転
車 

車
種
区
分 

原
付
バ
イ
ク 

（
排
気
量 

１
２
５
㏄
以
下
） 

ま
た
は
、 

三
輪
以
上 

（
排
気
量
50
㏄ 

以
下
） 

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局 

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
３
０ 

軽
自
動
車
検
査
協
会 

東
京
主
管
事
務
所 

０
５
０
―
３
８
１
６
―
３
１
０
０ 

小
笠
原
村
役
場 

財
政
課
税
務
係
２
―
３
１
１
２ 

母
島
支
所    

３
―
２
１
１
１ 

 
 

手
続
窓
口 

 

原動機付自転車および二輪車等 

車種区分 
税率（年額） 

現行税率 新税率 

原動機付自転車 

50㏄以下 1,000 円 2,000円 
50㏄超90㏄以下 1,200 円 2,000円 
90㏄超125㏄以下 1,600 円 2,400円 
ミニカー（50㏄以下） 2,500 円 3,700円 

小型特殊自動車 
農耕作業用 1,600 円 2,400円 
その他 4,700 円 5,900円 

小型二輪自動車 125㏄超250㏄以下 2,400 円 3,600円 

軽二輪 250㏄超 4,000 円 6,000円 

原動機付自転車、二輪車等は全ての車両が新税率となります。 

 

 

 

 

 

三輪および四輪の軽自動車(総排気量 660㏄以下) 

車種区分 

税率（年額） 

【現行税率】 

平成 27年 3月

31日以前に 

新車新規車両 

登録済みの車 

【新税率】 

平成 27年 4

月１日以降に

新車新規登録

した車 

【重課税率】 

新車新規登録

から 13年経過

した車（H14年

12月以前） 

【グリーン化特例軽減税率（平成 28年度のみ）】 

※平成 27年 4月１日～平成 28年 3月 31日までに新車新規登録し、一定の環

境性能を有する車 

75％軽減 

電気自動

車・天然ガ

ス自動車 

50％軽減 

乗用…平成 32年度燃費

基準＋20％達成 

貨物…平成 27年度燃費

基準＋35％達成 

25％軽減 

乗用…平成 32年度

燃費基準達成 

貨物…平成 27年度

燃費基準達成 

三輪 3,100円 3,900円 4,600円 1,000円 2,000円 3,000円 

四

輪 

乗

用 

自家用 7,200円 10,800円 12,900円 2,700円 5,400円 8,100円 

営業用 5,500円 6,900円 8,200円 1,800円 3,500円 5,200円 

貨

物

用 

自家用 4,000円 5,000円 6,000円 1,300円 2,500円 3,800円 

営業用 3,000円 3,800円 4,500円 1,000円 1,900円 2,900円 
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○
家
屋
の
用
途
が
変
わ
っ
た
と
き 

（例
）民
宿
か
ら
居
宅
に
変
更
し
た 

○
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
た
と
き 

（例
）裏
庭
に
倉
庫
を
建
て
た 

○
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
と
き 

（例
）離
れ
を
取
り
壊
し
た 

○
土
地
の
利
用
状
態
が
変
わ
っ
た
と
き 

（例
）畑
か
ら
山
林 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 
２
―
３
１
１
２ 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度 

（
割
引
が
あ
り
ま
す
） 

 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
割
引

に
な
る
「前
納
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、
口
座
振
替
に

よ
る
「前
納
」と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
よ
る
「前
納
」が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
口
座
振
替
で
「前
納
」さ
れ
る
と
現
金
納
付

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「前
納
」よ
り
も

割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。 

口
座
振
替
に
よ
る
、
６
か
月
（４
～
９
月
分
）、
１

年
お
よ
び
２
年
前
納
の
申
込
締
切
は
２
月
29
日
（月
）

ま
で
に
港
年
金
事
務
所
必
着
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
４
月
末
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請 

 

消
費
税
率
引
上
げ
な
ど
の
影
響
を
ふ
ま
え
、
平
成

27
年
度
も
引
き
続
き
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
支
給
を
受
け
た
方
も
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。 

村
で
は
、
９
月
下
旬
に
受
給
可
能
と
み
ら
れ
る
方

に
、
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

申
請
締
切
は
、
２
月
29
日
（
月
）（
※
郵
送
申
請

の
場
合
は
消
印
有
効
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

申
請
締
切
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
受
給
を
辞
退
し
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
２
月
23
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
が 

届
い
て
い
な
い
方
へ 

 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」
は
順
次
発
送
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
不
在
な
ど
の
理
由
で
本
人
が
受
け
取

れ
な
か
っ
た
場
合
、
郵
便
局
で
一
定
期
間
保
管
し
た

あ
と
村
役
場
へ
返
戻
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
母
島
住
民

の
方
に
つ
い
て
は
支
所
に
返
戻
さ
れ
ま
す
。（「
転
送

不
要
」
の
書
留
郵
便
の
た
め
、
郵
便
局
へ
転
送
届
を

出
し
て
い
て
も
、
転
送
さ
れ
ず
に
村
へ
返
戻
さ
れ
ま

す
）   

戻
っ
て
き
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
ご
本
人
確
認
を
行

っ
た
上
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。 な

お
、
通
知
カ
ー
ド
が
発
送
準
備
中
の
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
を
ご

請
求
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

入
賞
者
発
表 

 

小
笠
原
村
の
中
学
生
の
人
権
意
識
向
上
を
図
る
た

め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
小
笠
原
村
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
） 

【
父
島
】 

最
優
秀
賞 

１
年 

 

森
下
七
緒 

優
秀
賞 

 

１
年 

 

矢
嶋 

音 

【
母
島
】 

最
優
秀
賞 

１
年 

 

鮎
川 

蓮 

優
秀
賞 

 

１
年 

 

高
橋
み
く
る 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

南
島
上
陸
地
点
の
安
全
対
策
に 

関
す
る
説
明
会 

 

南
島
鮫
池
の
上
陸
地
点
は
、急
峻
な
地
形
に
加
え
、

ラ
ピ
エ
と
呼
ば
れ
る
侵
食
さ
れ
た
鋭
利
な
石
灰
岩
で

で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
転
倒
や
ラ
ピ
エ
と
の

接
触
に
よ
り
怪
我
を
伴
う
多
く
の
事
故
が
起
き
て
お

り
、
利
用
者
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
対
策
を
求
め

る
意
見
が
以
前
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
利
用
に
伴
う
ラ
ピ
エ
の
損
耗
が
複
数
箇
所

で
進
ん
で
い
る
た
め
、
自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら

も
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
村
で
は
、
利
用
者
の
安

全
性
の
向
上
と
利
用
に
よ
る
環
境
影
響
の
低
減
を
目

的
と
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

つ
い
て
は
、
計
画
の
内
容
を
説
明
す
る
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
17
日
（
水
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

父
島
の
南
西
沖
に
あ
る
南
島
は
、
石
灰
岩
特
有
の

沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形
が
織
り
成
す
美
し
い
景
色
と
、

オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
や
カ
ツ
オ
ド
リ
な
ど
の
海
鳥

の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
い
た

ノ
ヤ
ギ
が
根
絶
さ
れ
て
以
降
は
外
来
植
物
の
駆
除
や

在
来
植
生
の
回
復
、
さ
ら
に
最
近
は
海
鳥
の
卵
を
捕

食
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
へ
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
南
島
の
状
況
に
つ
い
て
、
実
際
の
作

業
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
村
で
は
平
成
13
年
か
ら
「
南
島
外
来
植

物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ
る
除
去
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
６
日(

日) 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
頃 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
青
灯
台 

【
募
集
締
切
】
２
月
19
日
（
金
） 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
２
時
間
半
程
度
の
除

草
作
業 

※
昼
休
憩
が
あ
り
ま
す
。（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ

さ
い
） 

※
作
業
用
の
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 
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個人の所得（収入）に関する税の申告には、国税の所得税および復興特別所得税の確定申告と、村・都民税（地方税）の申告が

あります。確定申告は、１年間に得た収入（所得）から税額を自ら計算し、確定申告書を税務署に提出（申告）・納税したり、源

泉徴収された税額などの過不足を精算する手続きです（「村・都民税申告」の詳細については次号（３月号）をご覧ください）。 

【申告期間】（１）平成 27年分の①所得税および復興特別所得税 の確定申告：２月 16日(火)～３月 15日(火) 

        なお、還付申告については、２月 15日（月）以前でも行えます。 

        また、②贈与税の申告も、３月 15日（火）まで。 

            ③個人事業者に係る消費税申告および地方消費税 の確定申告は、３月 31日（木）までです。 

      （２）平成 28年度の「村・都民税申告」：３月 15日(火)まで 

【提出場所】（１）①・②・③の申告書：芝税務署（郵送による提出も可） 

        なお、①と③の申告書は村役場でも「仮受付」を行い、まとめて税務署に郵送します。 

（２）村・都民税申告書（平成 28年１月１日現在、小笠原村に住所のある方）：村役場財政課税務係・母島支所庶務係  

【納付期限】 ①と②は３月 15日(火)まで、③は３月 31日(木)まで※新規で口座からの振替納税を利用する場合には、それぞれの納期限

までに「依頼書」を芝税務署または村役場に提出してください。 

 
～ 国税（①・②・③）の申告書の作成にあたって ～ 

◇申告書は納税者自らが税法に従い計算して作成し（税理士に依頼する場合を除く）、申告・納付していただくことになっており

ます。申告書は｢確定申告の手引き｣などを参考にして作成してください。なお、簡易な申告内容のご相談であれば、村役場で対

応可能ですが、記帳に関すること、事業収入、株式や不動産の譲渡などの相談などがある場合には、税理士のご利用や税務署へ

のお問合せ、また、後述の「芝税務署・東京税理士会による出張申告相談」をご活用ください。 

◇国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）には「確定申告特集ページ」があり、その中の「確定申告書等作成コーナー」

では手軽に確定申告書や決算書などを作成することが可能です。画面に従って必要事項を入力することで自動的に計算され、入

力が終われば（入力途中で中断・保存もできます）申告書を印刷してそのまま税務署に提出できます。ご利用の際には、国税庁

のホームページ内の Web-TAX-TVの「確定申告書等作成コーナーの利用方法」もご覧ください。 

 また、「確定申告特集ページ」では、手書き用の申告書や届出書などほとんどの様式、手引き、記入例などがダウンロード（取

得）でき、税制の改正点や申告に関するＱ＆Ａなども確認できます。なお、インターネットを利用して、国税に関する申告や納

税、申請・届出などの手続ができるシステム「e-Tax」も特集ページからご利用いただけます。 

 

 

 
 所得税および復興特別所得税など（国税）の「確定申告」と「村・都民税申告」  

～ ①の確定申告が必要な方 （詳細については、前述の「確定申告特集ページ」をご確認ください） ～ 

(1)事業を営んでいる方や不動産収入のある方 (2)給与所得者で◇年末調整されていない方◇給与所得・退職所得以外で 20万円を超

える所得がある方◇源泉徴収されていない方 など (3)公的年金などの所得金額から所得控除を差し引いても残額のある方。ただ

し、公的年金などの収入金額が 400万円以下で、他の所得金額の合計が 20万円以下の場合、申告の必要はありません。（村･都民税

の申告は必要）(4)不動産を売却された方や保険などの満期金を受け取った方 

◎次の場合、確定申告により税金が還付される場合があります。◇平成 27 年中にマイホームを住宅ローンで取得した方◇高額の医

療費を自己負担した方◇国や地方公共団体、特定公益増進法人などに寄付金を支払った方◇所得税の減免や雑損控除を受ける方など 

 ～ 村役場窓口での確定申告関係書類の配布について ～ 

事業者や毎年申告している方へは税務署から郵送されます。ただし、昨年の申告で電子申告された方へは郵送されません。関係

書類が届かない場合や、還付申告などをされる方には、村役場の窓口でも配布します。なお、手引きや記入例、申告に必要な書

類のほとんどは「確定申告特集ページ」からダウンロードできます。 

 

 

 
 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談  

◇この相談会は、税務署員や税理士が行い、村内で直接税務署や専門家に相談できる唯一の機会です。国税に関する些細な疑問か

ら相談までお気軽にご活用ください。 

◇ご相談の際には、源泉徴収票（給与や年金収入のある方）や、国民年金保険料の支払証明書、国民健康保険・介護保険の保険料

の支払金額・日付の確認できる書類（領収書など）、生命保険料や地震保険料の控除証明書、そのほかの所得控除や申告する内容

がある場合にはそれぞれ必要とされる各種書類、印鑑などをお持ちください。また、事業者の場合は、帳簿や過去の申告書の控え、

消費税課税事業者の場合は、「課税事業者届出書」の控えや「簡易課税制度選択届出書」の控えなどをお持ちください。 

 

 

 《 父島 》日程 ２月 22日(月) ～25日（木) 

     場所 地域福祉センター多目的ホール 

 

《 母島 》日程 ２月 26日(金) ・27日(土) 

     場所 母島支所 ２階会議室 

 ※受付時間:午前９時～午後４時（正午～午後１時 30分を除きます）。父島の最終日(25日)の開催は、午前９時～11時のみです。 

※会場には「確定申告書等作成コーナー」を使用できる端末があります。税務署員に相談後、そのまま申告書を作成・印刷しての提

出、および電子申告（電子送信）も行えます。e-Taxの利用を考えている事業者などで、使用方法の指導を希望される場合は、 

この機会をぜひご活用ください。 

 

【問合せ先】 ●芝税務署 03-3455-0551（自動音声でご案内しております）   ●財政課税務係 2-3112 
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あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
・ 

 

は
は
じ
ま
丸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

今
年
６
月
を
も
っ
て
退
役
と
な
る
「
２
代
目
お
が

さ
わ
ら
丸
」
と
「
２
代
目
は
は
じ
ま
丸
」
の
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
思
い
出
の

一
枚
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
作
品
】 

○
２
代
目
お
が
さ
わ
ら
丸
が
写
っ
て
い
る
写
真 

○
２
代
目
は
は
じ
ま
丸
が
写
っ
て
い
る
写
真 

※
両
作
品
と
も
外
観
・
内
観
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

確
認
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。 

【
応
募
点
数
】 

 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
の
写
真
…
一
人
１
点 

○
は
は
じ
ま
丸
の
写
真
…
一
人
１
点 

 

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
応
募
も
可
能
で
す
。 

【
応
募
方
法
】 

応
募
写
真
３
部
と
、
募
集
要
項
内
の
「
応
募
票
」

を
一
緒
に
郵
送
ま
た
は
持
込
み
に
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。 

《
郵
送
の
場
合
》 

産
業
観
光
課
フ
ォ
ト
コ
ン
係
宛 

《
持
ち
込
み
の
場
合
》 

産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

【
応
募
要
項
配
布
場
所
】 

 

《
父
島
》
産
業
観
光
課
・
小
笠
原
村
観
光
協
会 

《
母
島
》
母
島
支
所
・
母
島
観
光
協
会 

※
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
応
募
締
切
】 

 
３
月
23
日
（
水
）
必
着 

【
受
賞
作
品
の
発
表
】 

 

６
月
実
施
予
定
の
返
還
祭
で
発
表
い
た
し
ま
す
。 

《
最
優
秀
お
が
さ
わ
ら
丸
賞(

１
名)

》 

 
 

賞
金
３
万
円
・
賞
状
・
小
笠
原
航
路
２
等
往
復

ペ
ア
乗
船
券
・
島
内
御
食
事
券
２
万
円
分 

《
最
優
秀
は
は
じ
ま
丸
賞(

１
名)

》 

 
 

賞
金
３
万
円
・
賞
状
・
小
笠
原
航
路
２
等
往
復

ペ
ア
乗
船
券
・
母
島
航
路
２
等
往
復
ペ
ア
乗
船

券 

※
協
賛
：
小
笠
原
海
運
株
式
会
社
、
小
笠
原
村
観
光

協
会
、
母
島
観
光
協
会 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

父
島
保
育
園
児
募
集 

  

平
成
28
年
度
の
父
島
保
育
園
の
入
園
児
（
平
成

28
年
４
月
入
園
）の
申
込
期
間
な
ど
は
次
の
通
り
で

す
。 

【
申
込
期
間
お
よ
び
用
紙
配
布
】 

 

２
月
５
日
（金
）～
15
日
（月
） 

 

※
入
園
希
望
の
方
は
、
必
ず
期
間
内
に
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
間
を
過
ぎ
た
後
は
、
定

員
状
況
に
応
じ
て
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

※
在
園
児
で
引
き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
幼
児
に
つ
い
て
は
、
お
早

め
に
父
島
保
育
園
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
（入
園
）資
格
】 

《
契
約
児
》
４
月
１
日
現
在
、
満
２
歳
か
ら
小
学

校
入
学
前
ま
で
の
幼
児
（平
成
22
年
４
月
２
日

～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）で
、
保
護
者

の
労
働
・
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
「
保
育
に

欠
け
る
」と
認
め
ら
れ
る
幼
児 

 

《
就
学
前
保
育
児
》
契
約
児
以
外
の
幼
児
で
、
平

成
29
・
30
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
（た
だ
し
、

平
成
30
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、

総
定
員
60
名
の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
ま
す
） 

【
入
園
説
明
会
に
つ
い
て
】 

２
月
４
日
（木
）午
後
６
時
30
分
か
ら
、
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
お
い
て
入
園
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。
申
込
書
類
の
説
明
な
ど
も
行
い
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   

第４３回小笠原ロードレース大会結果 
        

 １月１７日に実施されましたロードレース大会における各部門の上位結果を紹介いたします。 

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 緒環 良吹 8分 40秒 

第２位 窪田 強輝 8分 47秒 

第３位 鯰江 和人  8分 48秒 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 工藤 甘実 10分 02秒 

第２位 吉田 梨乃 10分 06秒 

第３位 川上  楓 10分 15秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 高野 碧  16分 51秒 

第２位 小野寺鼓童 16分 59秒 

第３位 髙嶺 昻平 17分 16秒 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 鯰江 咲子 17分 39秒 

第２位 関口 碧海 19分 26秒 

第３位 那須 亜月 19分 58秒 

【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 楜澤 鈴  25分 36秒 

第２位 中島 守海 25分 41秒 

第３位 高野 一海 25分 44秒  

【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 森岡 未紗 19分 22秒 

  第２位 楜澤 風  19分 48秒 

  第３位 矢嶋 音  20分 05秒 

 

【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 和田 稜泉 25分 15秒 

  第２位 前澤 良音 25分 35秒 

  第３位 浅沼 洋介 25分 53秒 

【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 猪村 朝花 20分 24秒 

  第２位 髙橋ひかる 20分 58秒 

  第３位 森下 千里 22分 04秒 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 山下 淳一 21分 22秒 

第２位 中村 慧  22分 09秒 

第３位 西村 誠  22分 20秒 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 五十里圭紀 18分 21秒 

第２位 一木 重夫 19分 30秒 

第３位 吉井 信秋 20分 28秒 

【女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 井上 直美 17分 20秒 

第２位 矢嶋和歌子 17分 57秒 

第３位 小野 雪絵 19分 15秒 

 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 役場男子   2時間 9分 38秒 

第２位 小笠原中学校  2時間 9分 56秒 

第３位 小笠原高校   2時間 13分 15秒 
 

 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原小学校 1時間 38分 46秒 

第２位 小笠原中学校 1時間 39分 39秒 

 第３位 OGASAWARAウィメンズ 

 1時間 42分 42秒 

 

以上が各部門の表彰者です。（敬称略） 

 
時折降る雨の中、参加選手は力強く走りました。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆さまに、紙面を借

りてお礼申し上げます。 

●問合せ先  小笠原ロードレース大会実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 

 



  NO．654   平成 28（2016）年 2 月 1 日（月）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
ペ
ッ
ト
の
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁
殖
を
抑
制
す
る

こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
は
飼
い
主
の

責
任
で
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
自
然
界
に
逃
げ
出
さ

な
い
よ
う
適
切
に
管
理
し
て
、
最
後
ま
で
大
切
に
飼

育
し
ま
し
ょ
う
。 

【
申
込
締
切
】
２
月
24
日
（水
） 

【
診
療
日
程
】
２
月
28
日
（日
）･
29
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
環
境
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

弦
楽
四
重
奏
小
笠
原
公
演 

 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

な
お
、お
子
様
を
お
連
れ
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
14
日
（日
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分 

 

《
開
演
》
午
後
７
時 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
15
日
（月
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分 

 

《
開
演
》
午
後
７
時 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
出
演
】 

《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
》
吉
岡
麻
貴
子
、
今
野
悠
子 

《
ヴ
ィ
オ
ラ
》
村
田
恵
子 

《
チ
ェ
ロ
》
長
谷
部
一
郎 

《
ソ
プ
ラ
ノ
》
松
岡
多
恵 

【
曲
目
】
第
九
交
響
曲
／
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
／

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
ほ
か 

※
曲
目
や
出
演
者
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７  

小
笠
原
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

（
案
）
へ
の
村
民
意
見
募
集 

 
 

 

小
笠
原
村
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
く
「
小
笠
原
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
小

笠
原
村
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、案
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
に
対
す
る
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集

い
た
し
ま
す
。 

【
計
画
内
容
】 

 
小
笠
原
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
（
案
） 

※
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

※
総
務
課
・
母
島
支
所
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】 

 

２
月
５
日
（
金
）
～
19
日
（
金
） 

【
募
集
方
法
】 

 
 

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
書
面
・
郵
便
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
閲
覧
書
類 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
申
込 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
（使
用
済
自
動
車
・廃
バ
イ
ク
・古
タ

イ
ヤ
）の
島
外
搬
出
は
、共
勝
丸
の
運
航
ご
と
に
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
年
度
末
は
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
年
度
内
の
搬
出
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

使
用
済
自
動
車
の
搬
出
申
込
み
に
は
、
車
検
証
が

必
要
で
す
。（
申
込
み
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

な
お
、
使
用
済
自
動
車
に
つ
い
て
は
海
上
輸
送
費

の
８
割
が
公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

セ
ン
タ
ー
よ
り
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
案
内 
 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
次
の
と
お
り

番
組
を
放
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

【
放
映
番
組
】 

２
０
１
６
海
び
ら
き(

父
島
・
母
島)

録
画
再
放
送 

【
放
映
日
時
】 

２
月
６
日(

土)

午
後
６
時
～
８
時
20
分 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

小
笠
原
小
学
校
非
常
勤
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

 

特
別
支
援
教
育
補
助
員 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

 

小
笠
原
小
学
校
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

 

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分
（
週
29
時
間
以
内
） 

※
時
間
等
応
相
談 

【
時
間
給
】 

 
１
千
２
９
０
円
（
資
格
有
） 

１
千
３
０
円
（
資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
選
考
方
法
】
書
類
・
面
接
試
験 

【
申
込
締
切
】
２
月
15
日
（
月
） 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

  
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
村
任
期
付
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
】
保
育
士 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
任
期
】
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日 

【
応
募
資
格
】
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
（
保
育
士
免
許
・
保
育
士
登
録
・
保
育
士
経
験

３
年
以
上
） 

【
配
属
先
】
父
島
保
育
園 

【
申
込
締
切
】
２
月
12
日
（金
） 

【
選
考
日
】
２
月
20
日
（土
） 

※
詳
細
は
選
考
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（選
考
要
項

は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

２
月
は
、
固
定
資
産
税
（第
４
期
）お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（第
４
期
）の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
２
月
29
日
（
月
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口

座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

２
月
１
日
付
《 

》
内
は
旧
所
属 

【
主
任
級
】 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
） 

 
 

森 

純
子
《
医
療
課
診
療
所
係
（
小
笠
原
村
診 

療
所
）》 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
12
月
18
日
～
27
日 

〇
離
島
振
興
関
係
予
算
要
望
活
動 

〇
関
係
機
関
年
末
挨
拶 

な
ど 
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   母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

【
日
時
】
２
月
22
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
電
話
相
談
も
可
能

で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

 

小
笠
原
諸
島
固
有
の
森
林
づ
く
り
の
た
め

に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

◎
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
は 

小
笠
原
諸
島
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
動
植
物
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
特
異
な
森
林
生
態
系
を
人
類
の
財

産
と
し
て
保
存
す
る
た
め
、
国
有
林
に
「
小
笠
原
諸

島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

林
野
庁
で
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
外
来
動
植
物

の
増
加
な
ど
に
よ
り
劣
化
し
た
自
然
を
、
本
来
の
原

生
的
な
状
態
に
回
復
さ
せ
る
た
め
、
ア
カ
ギ
や
モ
ク

マ
オ
ウ
の
駆
除
な
ど
森
林
の
保
全
と
修
復
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
、
公
園
歩
道
、
指
定
ル
ー

ト
、
砂
浜
・
磯
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

利
用
す
る
前
に
は
、
外
来
生
物
を
小
笠
原
の
島
々
に

持
ち
込
ま
な
い
た
め
、
お
酢
ス
プ
レ
ー
な
ど
に
よ
る

靴
底
の
洗
浄
、紙
の
粘
着
テ
ー
プ（
通
称
コ
ロ
コ
ロ
）

に
よ
る
衣
服
や
ザ
ッ
ク
の
浄
化
を
心
掛
け
、
船
や
カ

ヤ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
場
合
に
は
、
目
視
確
認
な
ど
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。
指
定
ル
ー
ト
を
ご
利
用
い
た
だ

く
に
は
、
事
前
に
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
次
の
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付
お
よ
び
簡

易
講
習
（
新
規
・
更
新
） 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
19
日
（金
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、講
習
終
了 

後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ

ス
」
が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ス
を

お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の
講
習
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
パ
ス
の
有
効
期

間
は
、
受
講
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

 父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
け
て
お

り
ま
す
。
電
話
に
て
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習
は
、
原

則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１
時
間
程

度
行
な
い
ま
す
） 

◎
小
笠
原
の
森
林
保
全
活
動
報
告
会 

 

今
年
度
に
林
野
庁
が
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
実

施
し
た
森
林
の
修
復
事
業
や
、
小
笠
原
自
然
観
察
指

導
員
連
絡
会
の
活
動
報
告
と
、
父
島
で
は
谷
本
丈
夫 

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
小
笠
原
の
森
の
時

間
軸
」、母
島
で
は
清
水
善
和 

駒
澤
大
学
教
授
に
よ

る
「
母
島
の
森-

地
理
的
、
歴
史
的
な
大
俯
瞰

ふ

か

ん

視し

に
よ

る
ロ
マ
ン
」
の
講
演
を
行
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
25
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

 

《
会
場
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
27
日
（土
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
交
流
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委
員
会 

 
 

本
年
度
第
２
回
目
の
保
全
管
理
委
員
会
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。
傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
利
用
専
門
部
会
】 

《
日
時
》
２
月
26
日
（金
）午
後
２
時
30
分
～ 

３
時
45
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
保
全
管
理
委
員
会
】 

 

《
日
時
》
２
月
26
日
（金
）午
後
４
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
伴
う

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め 

 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
な
い
ま
す
。 

 

安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い
て
国
有

林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。 

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
お
よ

び
作
業
区
域
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

【
作
業
期
間
】
２
月
１
日
（
月
）・
３
日
（
水
） 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分 

※
３
日
（
水
）
は
午
前
11
時
30
分
終
了 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に
小

港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を
除
く
） 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

①
赤
旗
山
指
定
ル
ー
ト 

２
月
１
日
（
月
）・
３
日
（水
） 

② 

時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

２
月
３
日
（水
） 

③ 

つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

２
月
３
日
（水
） 

          

●
問
合
せ
先 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
６
７ 

 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
根
絶
30
周
年
記
念
事
業

「
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
な
ん
か
い
ら
な
い
！
」 

 
 

小
笠
原
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
根
絶
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
30
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
あ
ら
た

め
て
広
く
本
事
業
の
成
果
と
現
在
の
防
除
体
制
を
紹

介
し
ま
す
。 

当
時
の
研
究
員
に
よ
る
講
演
会
、
再
侵
入
警
戒
調

査
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
講
演
会
・
再
侵
入
警
戒
調
査
の
現
状
報
告
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
放
映
な
ど
】 

○
父
島 

《
日
時
》
２
月
８
日
（
月
）
午
後
７
時
～ ８

時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

○
母
島 

《
日
時
》
２
月
９
日
（
火
）
午
後
５
時
20
分
～ 

６
時
20
分 

《
場
所
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
パ
ネ
ル
展
示
】 

 

《
期
間
》
２
月
８
日
（
月
）
～
15
日
（
月
） 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
展
示
室 

【
関
連
行
事
（
父
島
）】 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
調
査
室
見
学
会 
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《
日
時
》
２
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午 

《
内
容
》
施
設
見
学
・
果
実
分
解
調
査
実
演 

《
場
所
》
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
調
査
室
（
首
都
大
学

東
京
小
笠
原
研
究
施
設
隣
） 

 ●
問
合
せ
先 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
１
０
４ 

 

第
４
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー 

 

認
定
農
業
者･

認
定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指

す
意
欲
的
な
農
業
者
を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
講
い
た
し
ま
す
。
※
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

【
内
容
】
「
ト
マ
ト
、
露
地
野
菜
の
作
り
方
と
お
す

す
め
品
種
」
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
用
い
た

果
実
酢
の
加
工
技
術
に
つ
い
て
（
父
島
の
み
）
」 

【
講
師
】 

○
東
京
都
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
園
芸
技
術
科 

 

沼
尻
勝
人 

研
究
員
（
野
菜
） 

 

○
東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー 

 

保
坂
三
仁 

研
究
員
（
加
工
） 

【
開
講
日
】 

《
父
島
》
２
月
８
日
（月
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

 

《
母
島
》
２
月
９
日
（火
）午
後
４
時
～
５
時
10
分 

【
場
所
】 

《
父
島
》
Ｊ
Ａ
直
売
所
２
階
会
議
室 

 

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
対
象
者
】
村
内
に
居
住
す
る
農
業
者
の
方 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
１
０
４ 

 

農
業
セ
ン
タ
ー
成
果
報
告
会 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
レ
モ
ン
な
ど
果
樹
の
栽

培
技
術
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
新
病
害
・
マ
イ
マ
イ
の

薬
剤
試
験
な
ど
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
報
告
会
を
行
い
ま
す
。
※
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
18
日
（木
）午
後
３
時
～ ４

時
30
分 

《
場
所
》
Ｊ
Ａ
直
売
所
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
19
日
（金
）午
後
４
時
30
分
～ ６

時 

《
場
所
》
営
農
研
修
所
本
館 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
２
ー
２
０
１
４ 

 

特
別
障
害
者
・障
害
児
福
祉
手
当 

  

東
京
都
で
は
、著
し
く
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
を
対

象
と
し
た
「特
別
障
害
者
手
当
制
度
」を
設
け
て
い
ま

す
。
手
当
の
認
定
・支
給
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

                     

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
３
２
３
０ 

 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
「ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」入

会
児
（平
成
28
年
４
月
入
会
）を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

〇
小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
３
歳
児
（平
成
24
年

４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）お
よ

び
４
歳
児
（平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ
） 

 

〇
保
護
者
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
の
方 

 

〇
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

【
募
集
期
間
】
２
月
５
日
（金
）～
17
日
（水
） 

【
入
会
説
明
会
】 

 

《
日
時
》
２
月
５
日
（金
）午
後
３
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
そ
の
他
】 

 

〇
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。 

 

〇
入
会
案
内
、入
会
申
込
書
は
説
明
会
で
配
布
し
ま
す
。 

※
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
入
会
説
明
会
に
必
ず
お
越 

し
く
だ
さ
い
。（
子
供
待
機
用
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
） 

 ●
申
込
・問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

 

社
会
福
祉
法
人 

明
老
会
職
員
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
人
数
】
介
護
員
１
名 

看
護
師
１
名 

【
応
募
資
格
】 

 

《
介
護
員
》
介
護
福
祉
士
、
も
し
く
は
実
務
者
研

修
終
了
・
現
場
経
験
２
年
以
上 

 

《
看
護
師
》
看
護
実
務
経
験
３
年
以
上 

 
 
 
 
 
 

普
通
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
可
） 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
内
１
時
間
の
休
憩
） 

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
時
、
夜
勤
な
ど
変
則
勤
務
有
り 

【
休
日
】
土
・
日
・
祝
日
※
勤
務
の
場
合
あ
り 

【
そ
の
他
】
昇
給
有
・
賞
与
年
２
回
・
各
種
保
険
完
備 

 
 ●

問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１  

 

原
付
免
許
学
科
試
験 

 

【
試
験
日
時
】
２
月
21
日
（日
）午
前
９
時
～ 

【
申
込
締
切
】
２
月
19
日
（金
）午
後
５
時 

※
申
込
書
は
警
察
署
・
母
島
駐
在
所
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

《
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》 

実
技
講
習
を
３
月
19
日
（土
）
午
前
９
時
～
正
午
に

洲
崎
自
動
車
練
習
コ
ー
ス
で
実
施
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

２
―
２
１
１
０ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
２
月
26
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

小
笠
原
高
校
寄
宿
舎
食
事
賄
委
託 

契
約
者
募
集 

 

小
笠
原
高
校
で
は
、
母
島
に
住
所
を
有
す
る
生
徒

の
寄
宿
舎
（ぎ
ん
ね
む
寮
）で
、
食
事
賄
を
請
け
負
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
契
約
内
容
】
１
日
３
食
、
10
人
程
度
の
食
事
賄
を

１
年
間
を
通
じ
て
提
供
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、

高
校
の
春
季
・夏
季
・冬
季
休
業
中
は
除
く
。 

【
契
約
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日 

【
応
募
期
間
】
２
月
１
日
（月
）～
12
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 税
務
相
談
会 

 

税
理
士
を
招
き
「税
務
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
で
す
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
８
日
（月
）午
前
９
時
～
正
午
、 

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

 
 
 
 

  

２
月
９
日
（火
）午
前
９
時
～
正
午 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
11
日
（木
）・
12
日
（金
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 

 

２
月
15
日
（月
）午
前
９
時
～
11
時 

その他 手当額 対象者 
年齢 

制限 
手当 

種類 

本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。 

月
額
２
万
６
６
２
０
円 

 
※
た
だ
し
、
次
に
該 

当
す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
病
院
な
ど
に
３
か

月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
と
き 

 

精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
「常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
」に
あ
る
方 

20
歳
以
上 

特
別
障
害
者
手
当 

月
額
１
万
４
４
８
０
円 

※
た
だ
し
、
次
に
該 

当
す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
障
害
を
理
由
と
す 

る
公
的
年
金
受
給 

者 

精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
「常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
」に
あ

る
方 

20
歳
未
満 

障
害
児
福
祉
手
当 
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《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

【
持
ち
物
】 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類 

○
平
成
27
年
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も
の 

○
26
・
27
年
に
提
出
し
た
確
定
申
告
書
・消
費
税

申
告
書
・決
算
書
な
ど
の
控
え 

 ●
申
込
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 小
笠
原
村
観
光
協
会
職
員
募
集 

 

【
職
種
】
契
約
職
員
（
一
年
ご
と
の
契
約
更
新
） 

※
勤
務
成
績
に
よ
り
正
職
員
へ
の
登
用
あ
り 

【
業
務
内
容
】
観
光
案
内
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
、
会
計

業
務
・
島
内
の
観
光
業
者
・
行
政
関
係
者
・
内
地

の
旅
行
代
理
店
と
の
交
渉
・
外
国
人
観
光
客
へ
の

英
語
対
応
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
申
込
締
切
】
２
月
29
日
（月
） 

【
応
募
方
法
・
選
考
方
法
な
ど
】 

小
笠
原
村
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

http://www.ogasawaramura.com/ 
 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 

２
―
２
５
８
７  

 

ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
15
開
催 

  

今
年
度
も
小
笠
原
の
星
ま
つ
り
、
ス
タ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
15
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
天
体
観
望
会
】 

《
日
時
》
２
月
13
日
（土
）午
後
７
時
30
分
〜 

８
時
30
分  

《
場
所
》
大
神
山
公
園
（お
祭
り
広
場
） 

【
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
局
公
開
】 

《
日
時
》
２
月
14
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分  

《
場
所
》
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局

（父
島
旭
山
） 

《
内
容
》
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と 

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ 

の
ミ
ニ
講
演

会
・
国
立
天
文
台
30
メ
ー
ト
ル
望
遠
鏡
計
画
特

設
コ
ー
ナ
ー
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
景
品
ゲ
ッ

ト
！
・
ふ
し
ぎ
理
科
実
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど 

※
当
日
は
無
料
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。 

【
宇
宙
講
演
会
】 

《
日
時
》
２
月
14
日
（日
）午
後
７
時
〜
９
時  

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

《
内
容
》 

○
「
地
球
外
生
命
は
存
在
す
る
の
？
」 

国
立
天
文
台 

原
川
紘
季  

 
 

○
「
天
の
川
銀
河
の
『
立
体
』
地
図
作
り
」 

国
立
天
文
台 

坂
井
伸
行  

 

●
問
合
せ
先 

 
 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

  
 

 
 
 

 

２
―
７
３
３
３ 

 
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
２
月
の
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出

港
日
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
） 

 

【
特
別
展
】 

〇
本
館(

企
画
展
示
室) 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
」
～Wonderful

 
Whale 

Watching World

～
２
月
３
日(

水)

よ
り 

 
 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
実
物
大
ク
ジ
ラ
の 

展
示
や
、
パ
ズ
ル
、
ク
イ
ズ
も
楽
し
め
ま
す
。 

○
新
館 

「
い
る
か
展
」
～
見
て
！
泳
い
で
！
も
っ
と
わ
か

る
！
～ 

開
催
中 

【
展
示
協
力
】 

○
本
館(

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム) 

「
深
海
の
宝
箱-

宝
石
サ
ン
ゴ
展
」 

  

 

宝
石
サ
ン
ゴ
は
小
笠
原
近
海
に
も
分
布
し
て
い

ま
す
。
利
用
の
歴
史
と
生
物
と
し
て
の
宝
石
サ
ン

ゴ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

《
期
間
》
２
月
26
日
（金
）～
４
月
中
旬  

※
２
月
26
日
（
金
）・
27
日
（
土
）
は
小
笠
原
の

宝
石
サ
ン
ゴ
を
展
示
し
ま
す
。 

 

「
宝
石
サ
ン
ゴ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」 

宝
石
サ
ン
ゴ
を
樹
脂
に
封
入
し
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
制
作
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。  

《
日
時
》
２
月
26
日
（金
）
午
後
３
時 

２
月
27
日
（土
）
午
前
10
時
・
午
後
２
時  

《
参
加
費
》
無
料 

《
定
員
》
各
回
10
名
（
10
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）  

《
申
込
方
法
》
氏
名
・
学
年
・
希
望
日
時
・
連
絡
先

（
電
話
）
を
明
記
し
、
メ
ー
ル
（
件
名
は
「
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
成
希
望
」）
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
希

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）  

《
申
込
先
》
立
正
大
学 

研
究
推
進
・
地
域
連
携
課  

メ
ー
ル 

kshien@ris.ac.jp  

電
話 

０
４
８
―
５
３
６
―
６
０
１
９ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１  

ア
カ
ギ
木
工
教
室 

 

外
来
植
物
ア
カ
ギ
を
使
っ
た
木
工
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
食
器
で
、
食
卓
を
楽
し
く
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
※
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

【
日
時
】
２
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
～
９
時 

 
 
 
 

２
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
８
時 

【
参
加
対
象
】
小
学
生
以
上
（
小
学
校
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
※
刃
物
を
使
用
し
ま
す
。 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
技
術
室 

【
製
作
物
】
箸
・
ス
プ
ー
ン
・
皿
・
バ
ー
ド
コ
ー
ル 

【
費
用
】
保
険
代
１
０
０
円 

【
主
催
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ  

【
申
込
締
切
】
２
月
８
日
（
月
） 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

（
一
社
）小
笠
原
環
境
計
画
研
究
所 

３
―
７
５
５
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
―
７
５
５
６ 

    

                                        

２月の燃料油価格変動調整金 
 

 ２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，７４２ （+448） 

２  等  品 ８，１９６ （+420） 

３  等  品 ７，６５０ （+392） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８７６ （+45） 

０．０７５トン以下 ６６０ （+34） 

 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２３０ （+350） ２，１２０ （+180） 

１ 等 ８，４６０ （+700） ４，２３０ （+350） 

村民割引 
（往復）２等 ５，０８０ （+420） ２，５４０ （+210） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

等 級 大 人 小 人 
２ 等 ２２，８７０ （-340） １１，４４０ （-170） 

特 ２ 等  ３４，２９０ （-520） １７，１５０ （-260） 

１ 等 ４５，７５０ （-690） ２２，８８０ （-340） 

特 １ 等  ５２，８９０ （-800） ２６，４５０ （-400） 

特 等 ５７，２４０ （-870） ２８，６２０ （-440） 

２等（学割） １８，３００ （-270）  
２ 等 

（身障者割引） 
１１，４４０ （-170）  ５，７２０ （-90） 

村民割引 
（片道）２等・ 
特２等・１等 
※往復は倍額 

２等：17,160 

特２等：28,580 

１等：40,040 

（-250）    

（-430）

（-600） 

２等：8,580 

特２等：14,290 

１等：20,020 

（-130）    

（-220）

（-300） 

 

 貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，４８２ （-156） 

２  等  品 １４，４１２ （-146） 

３  等  品 １３，２５８ （-134） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５５１ （-16） 

０．０７５トン以下  １，１５４ （-12） 

 

お
が
さ
わ
ら
丸 は

は
じ
ま
丸 

http://www.ogasawaramura.com/
http://www.ogasawaramura.com/
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専
門
診
療 

 

◎
専
門
診
療
（
皮
膚
科
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
） 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
11
日
（
木
）
～
15
日
（
月
） 

※
13
日
（
土
）
を
除
き
ま
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
受
付
時
間
（
父
母
共
通
）》 

午
前 

８
時
30
分
～
11
時 

午
後 

１
時
30
分
～
３
時
30
分 

◎
専
門
診
療
（
産
科
・
婦
人
科
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
20
日
（
土
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

場
所 

小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
２
月
22
日
（
月
）
～
26
日
（金
） 

※
24
日
（水
）を
除
き
ま
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
で
す
。
早
め

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
助
産
師
へ
の

相
談
な
ど
は
、
診
療
に
関
わ
ら
ず
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

         

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

         

３
―
２
１
１
５ 

 

歯
科
の
休
診
（
父
島
・
母
島
） 

 

【
母
島
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診
】 

Ｃ
Ｔ
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
設
置
工
事
の
た
め
休
診
と

な
り
ま
す
。診
察
の
相
談
な
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

《
休
診
期
間
》
２
月
19
日
（金
）～
26
日
（金
） 

※
工
事
の
都
合
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
小
笠
原
村
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診
】 

 
 

歯
科
医
師
不
在
に
と
も
な
い
次
の
と
お
り
休
診

と
な
り
ま
す
。 

《
休
診
期
間
》
２
月
28
日
（日
）～
３
月
14
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
５ 

     

健
康
診
断
結
果
説
明
会
・健
康
相
談
会 

 

昨
年
実
施
し
た
健
康
診
断
の
結
果
を
お
渡
し
し
、

あ
わ
せ
て
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
も
実

施
い
た
し
ま
す
。 

健
診
は
受
け
た
だ
け
で
は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
ず
結
果
を
確
認
し
て
、
ご
自
分
の
体
の
声
に
耳 

を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
健
康
情
報
に
関
す
る
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

２
月
４
日
（木
）午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分 

※
昼
も
実
施
し
ま
す
。 

２
月
５
日
（金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分 

※
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
き
ま
す
。 

２
月
６
日
（土
）午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

２
月
23
日
（火
）午
前
８
時
30
分
～ 

午
後
５
時
15
分 

 
 

※
午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分
を
除
き
ま
す
。 

２
月
24
日
（水
）午
前
８
時
30
分
～
正
午 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

※
こ
の
期
間
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
村
民
課
ま
た
は

母
島
支
所
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。 

※
職
域
健
診
・協
会
け
ん
ぽ
の
方
の
結
果
報
告
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
に
直
接
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
説
明
・健
康
相
談
は
ど
な
た
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
結
果
報
告
書
を
持
参

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
特
定
保
健
指
導
の
実
施
】 

昨
年
実
施
し
た
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
特

定
保
健
指
導
の
対
象
者
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
ご

案
内
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

健
康
診
断
結
果
説
明
会
と
同
日
に
実
施
す
る
の
で
、

対
象
と
な
っ
た
方
は
、
結
果
を
受
け
取
る
だ
け
で
な

く
、保
健
師
・管
理
栄
養
士
と
の
面
接
を
受
け
る
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《
対
象
者
》
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
健
康
診
断

結
果
票
に
「
積
極
的
支
援
」「
動
機
づ
け
支
援
」
の
記

載
が
あ
る
方 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

定
期
予
防
接
種 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
４
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

２
月
25
日
（
木
）
午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
４
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

２
月
25
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）】 

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

○
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

        

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
２
月
10
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

子
育
て
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー 

 

◎
子
育
て
相
談 

臨
床
発
達
心
理
士
が
相
談
に
対
応
し
ま
す
。「
癖
が

気
に
な
る
」「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど
、

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
・
場
所
】（
予
約
時
に
日
時
を
調
整
し
ま
す
） 

《
母
島
》
２
月
13
日
（
土
）
午
後 

 
 

場
所
：
母
島
支
所 

《
父
島
》
２
月
14
日
（
日
）
午
後 

15
日
（
月
）
午
後 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
相
談
対
応
者
】
渡
邊
真
理
（
臨
床
発
達
心
理
士
・

保
育
士
） 

◎
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
親
子
で
遊
び
を
楽
し
も
う
！
」 

親
子
で
楽
し
め
る
手
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通

し
て
、
お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

生
活
リ
ズ
ム
な
ど
の
講
話
も
あ
り
、
日
々
の
子
育

て
の
悩
み
や
疑
問
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。 

 
 

※
参
加
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
２
歳
頃
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
・
場
所
】 

《
母
島
》
２
月
14
日
（
日
）
９
時
～
10
時 

 
 
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階 

《
父
島
》
２
月
15
日
（
月
） 

①
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者
が
対
象 
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９
時
30
分
～
10
時
20
分 

 
②
１
歳
～
２
歳
頃
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者
が
対
象 

10
時
30
分
～
11
時
20
分 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
講
師
】
渡
邊
眞
理
（
臨
床
発
達
心
理
士
・
保
育
士
） 

【
申
込
締
切
】
２
月
10
日
（
水
） 

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
（お
や
つ
の
会
）父
島 

 

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
】
２
月
17
日
（水
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
今
月
父
島
で
は
、
歯
科
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
18
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
22
日
（月
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
活
習
慣
病
予
防
講
習
会 

 

【
講
習
テ
ー
マ
】 

「
好
み
の
食
事
で
お
い
し
く
減
塩
！
や
っ
て
み
る

と
こ
ん
な
に
簡
単
、知
っ
て
得
す
る
減
塩
術
！
！
」 

 

試
食
や
体
験
を
交
え
な
が
ら
の
楽
し
い
講
習
会
で 

す
。
自
分
の
塩
分
感
覚
を
知
り
、
適
切
な
塩
分
量

を
学
び
ま
し
ょ
う
。
参
加
者
（
無
料
）
に
は
、
料

理
が
お
い
し
く
、
簡
単
に
で
き
る
減
塩
レ
シ
ピ
を

配
布
予
定
で
す
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
講
師
】 

神
奈
川
工
科
大
学
栄
養
生
命
科
学
科
教
授 

 

管
理
栄
養
士 

饗
場
直
美
（
あ
い
ば
な
お
み
） 

 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う
の
健
康
」
に
出
演
。
著
書
多
数 

【
日
時
】
２
月
９
日
（
火
）
午
後
５
時
30
分
～
７
時 

【
場
所
】
保
健
所
２
階 

【
申
込
締
切
】
２
月
５
日
（
金
） 

 
 

●
申
込
・問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
（
栄
養
士
） 

２
―
２
９
５
１ 

    

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 
 

◎
兄
島
マ
イ
マ
イ
の
最
前
線 

ネ
ズ
ミ
の
食
害
に
よ
っ
て
、
危
機
に
さ
ら
れ
て
い

る
兄
島
の
マ
イ
マ
イ
。
村
民
だ
よ
り
11
月
号
で
は
、

ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
餌
箱
に
殺
鼠
剤
を
入
れ
た

も
の
）
で
、
ネ
ズ
ミ
対
策
を
開
始
し
、
少
し
マ
イ
マ

イ
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
、
ネ
ズ
ミ
の
密
度
を
か
な

り
低
減
で
き
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

11
月
以
降
も
対
策
は
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
12

月
の
後
半
か
ら
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
殺
鼠

剤
を
食
べ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

い
ま
、
繁
殖
の
た
め
に
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ

ト
が
兄
島
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
地
面

の
餌（
植
物
の
種
子
な
ど
）を
探
し
て
い
る
う
ち
に
、

殺
鼠
剤
に
行
き
つ
き
、
餌
と
し
て
覚
え
ら
れ
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
す
。 

問
題
は
、
ネ
ズ
ミ
や
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
が
、
殺
鼠
剤

を
箱
の
外
に
運
び
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

           

ド
バ
ト
（
内
地
で
普
通
に
見
ら
れ
る
ハ
ト
で
す
）

が
、
殺
鼠
剤
を
食
べ
続
け
る
と
、
５
～
７
日
間
で
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
ド

バ
ト
の
近
縁
の
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
、
こ
の

ま
ま
殺
鼠
剤
を
食
べ
続
け
る
と
、
死
ん
で
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

い
ま
の
兄
島
の
取
組
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
ど
の

ぐ
ら
い
ハ
ト
に
影
響
が
あ
る
か
は
専
門
家
で
も
正
確

に
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
ハ
ト
に
も
影
響
の
な
い

方
法
で
、
マ
イ
マ
イ
を
守
る
」
た
め
、
一
時
的
に
対

策
を
停
止
し
ま
す
が
、
殺
鼠
剤
が
箱
の
外
に
で
な
い

よ
う
改
善
し
、
一
刻
も
早
く
対
策
を
再
開
す
る
予
定

で
す
。 

 

ま
た
、
守
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
兄
島
全
体

の
１
／
８
ほ
ど
の
面
積
で
、
対
策
で
き
て
い
な
い
エ

リ
ア
で
は
、
今
日
も
マ
イ
マ
イ
が
い
な
く
な
り
続
け

て
い
ま
す
。
兄
島
全
域
の
マ
イ
マ
イ
を
守
り
た
い
け

ど
、
他
の
生
き
物
、
海
へ
の
影
響
な
ど
も
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
形
で
、
な
る
べ

く
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４    

◎
ネ
コ
を
大
切
に
飼
う
こ
と
で
守
ら
れ
る
命 

小
笠
原
で
は
、
飼
い
ネ
コ
の
適
正
飼
養
を
図
る
と

と
も
に
在
来
の
野
生
動
物
を
守
る
た
め
、
ネ
コ
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

【
ネ
コ
対
策
の
現
状
】 

ネ
コ
対
策
は
、
平
成
８
年
か
ら
集
落
を
対
象
と
し

た
村
の
事
業
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は
、
環
境
省
や

林
野
庁
、
東
京
都
や
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、
集
落

と
山
域
で
の
対
策
と
並
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

集
落
で
は
、
環
境
衛
生
の
保
持
と
自
然
環
境
の
保

全
を
目
的
と
し
た
「
小
笠
原
村
飼
い
ネ
コ
適
正
飼
養

条
例
」
に
よ
り
、
飼
い
主
の
方
に
は
、
ノ
ラ
ネ
コ
と

区
別
す
る
た
め
、
飼
い
ネ
コ
の
飼
養
登
録
や
首
輪
の

装
着
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿
入
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
ノ
ラ
ネ
コ
を
生
み
出

さ
な
い
た
め
、
避
妊
去
勢
手
術
の
実
施
や
室
内
飼
養

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
集
落
内
の
飼

い
ネ
コ
・
ノ
ラ
ネ
コ
は
お
お
む
ね
把
握
で
き
て
お
り
、

集
落
内
で
の
新
た
な
ノ
ラ
ネ
コ
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

父
島
山
域
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
本
格
的
な
ネ
コ

捕
獲
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
２
０
０
頭
以

上
の
ネ
コ
を
捕
獲
し
、
平
成
25
年
頃
に
は
、
山
域
全

体
で
の
生
息
数
が
10
～
20
頭
程
度
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、捕
獲
困
難
な
ネ
コ
た
ち
の
繁
殖
に
よ
り
、

生
息
数
が
再
び
増
え
始
め
て
い
ま
す
。
ネ
コ
の
繁
殖

力
は
強
く
、
対
策
の
手
を
緩
め
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う

間
に
元
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
た
め
、
引
き
続
き

対
策
が
必
要
で
す
。
昨
年
の
夏
か
ら
は
、
母
島
山
域

で
も
ネ
コ
の
捕
獲
を
本
格
化
し
て
い
ま
す
。 

【
対
策
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
命
】 

ネ
コ
対
策
を
推
進
し
た
結
果
、
約
10
年
前
に
は

40
羽
ほ
ど
と
絶
滅
寸
前
だ
っ
た
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ

ス
バ
ト
が
、
現
在
は
２
０
０
～
３
０
０
羽
ほ
ど
に
ま

で
生
息
数
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
集
落
周

辺
で
も
季
節
を
問
わ
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
母
島
の
南
崎
で
は
約
10
年
前
に
ネ
コ
に

よ
っ
て
壊
滅
的
な
状
態
と
な
っ
た
カ
ツ
オ
ド
リ
の
繁

殖
地
が
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
ベイトステーション（餌箱）

の外に出てしまった殺鼠剤 
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今
後
も
集
落
と
山
域
の
両
方
で
ネ
コ
対
策
を
継
続

す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
十
一
貝
「
遠
い
海 
夢
は
る
か 

貝
の
旅
」 

 

目
的
も
な
く
、
た
だ
遠
く
へ
行
き
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
へ
着
く
の
か
自
分
で

も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
、
そ
ん
な
旅
を
し
て
み
た
い

と
… 

                

島
の
固
有
生
物
の
祖
先
は
、
そ
の
昔
に
何
ら
か
の

方
法
で
海
を
渡
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
遠
い
海
の
向
こ

う
の
島
に
思
い
を
馳
せ
て
や
っ
て
き
た
の
か
。
否
、

そ
う
で
は
な
い
。
彼
ら
の
旅
は
、
想
像
を
絶
す
る
過

酷
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
鳥
の
よ
う

に
空
を
飛
べ
る
生
き
物
な
ら
ま
だ
し
も
、
飛
べ
な

い
・
泳
げ
な
い
マ
イ
マ
イ
に
と
っ
て
長
旅
は
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
他
な
ら
な
い
。
で
は
、
マ
イ
マ
イ
は
ど
ん

な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
長
旅
を
す
る
羽
目
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
？
一
つ
に
は
土
砂
災
害
で
あ
る
。
大
雨
に

よ
る
大
水
や
土
石
流
に
よ
っ
て
マ
イ
マ
イ
の
住
処
が

丸
ご
と
海
に
流
さ
れ
、
朽
ち
木
な
ど
を
イ
カ
ダ
代
わ

り
に
大
海
原
を
漂
流
し
、
運
が
よ
け
れ
ば
ど
こ
か
に

漂
着
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
。
他
に
は
、
休
憩
し
て

い
た
場
所
が
た
ま
た
ま
鳥
の
体
の
一
部
で
、
そ
の
ま

ま
空
旅
へ
と
洒
落
込
む
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
、
自
身
の
力
で
は
な
く
他
の
力
に
よ
る
移

動
方
法
を
「
受
動
的
分
散
」
と
い
う
。
そ
こ
に
己
の

意
思
は
な
く
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
始
ま
り
行
先
は
運

任
せ
。
た
ど
り
着
い
た
先
が
生
息
に
適
し
た
場
所
と

も
限
ら
な
い
。
そ
ん
な
途
方
も
な
い
旅
を
経
て
、
島

の
生
物
の
祖
先
は
や
っ
て
き
た
の
だ
。 

 

そ
ん
な
経
緯
が
あ
る
か
ら
か
、
島
嶼
に
は
小
型
の

マ
イ
マ
イ
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
体
が
小
さ
け
れ
ば

イ
カ
ダ
も
小
規
模
で
す
む
し
、
鳥
な
ど
に
く
っ
つ
い

て
い
て
も
気
に
留
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
単

位
面
積
あ
た
り
の
個
体
数
が
多
い
小
型
種
の
方
が
、

新
天
地
に
た
ど
り
着
け
る
確
率
が
高
い
。
要
す
る
に

「
数
打
ち
ゃ
当
た
る
」
と
い
う
や
つ
だ
。 

 
大
人
で
も
体
長
２
ミ
リ
ほ
ど
の
微
小
貝
を
初
め
て

見
た
人
は
、
だ
い
た
い
「
え
？
こ
れ
も
マ
イ
マ
イ
？

こ
ん
な
の
も
い
る
の
？
（
笑
）」
と
驚
き
を
通
り
越
し

て
あ
き
れ
る
。
し
か
し
島
に
お
い
て
は
、
そ
ん
な
微

小
貝
こ
そ
真
骨
頂
な
の
だ
。 

【
文
】
森
林
総
合
研
空
所
特
別
研
究
員 

和
田
慎
一

郎 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校 

高
橋
ひ
か
る
・

髙
橋
海
里 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 

（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
定
点
観
測
の
途
中
経
過
に
つ
い
て 

 

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
発
見
か
ら
、

３
か
月
近
く
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
の
末
に
は
、

八
丈
島
近
海
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
観
察
さ
れ
た
り
、

ハ
ワ
イ
で
は
例
年
よ
り
も
来
遊
の
時
期
が
遅
れ
て
い

た
り
な
ど
、
各
地
か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ニ
ュ
ー
ス

が
届
い
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
来
遊
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
の
定
点
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

             
 

 
 

  

 

右
の
グ
ラ
フ
は
、
12
月
か
ら
の
定
点
観
測
で
発
見

し
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
平
均
頭
数
を
半
月
ご
と
に
算

出
し
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。 

 

今
シ
ー
ズ
ン
は
、例
年
よ
り
も
発
見
頭
数
が
多
く
、

い
つ
も
よ
り
ク
ジ
ラ
が
多
い
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま

す
。
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
中
に
も
、
イ
ル
カ
の
す
ぐ

そ
ば
で
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
急
に
現
れ
る
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ド
ル

フ
ィ
ン
ス
イ
ム
を
中
断
し
、
ボ
ー
ト
に
戻
る
な
ど
、

ク
ジ
ラ
と
の
距
離
を
と
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

本
格
的
な
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
が
沢
山
見
ら
れ
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、

ま
わ
り
の
状
況
を
良
く
確
認
し
、
衝
突
事
故
な
ど
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
安
全
か
つ
安
心
し
て

楽
し
む
た
め
に
も
、
引
き
続
き
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守

に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

    

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
177 

 

◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
到
来 

 

２
月
の
小
笠
原
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
繁
殖
シ
ー
ズ

ン
の
始
ま
り
で
す
。
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
２

月
～
３
月
頃
に
繁
殖
の
た
め
に
来
遊
し
、
繁
殖
が
終

わ
る
と
オ
ス
は
エ
サ
場
で
あ
る
本
州
・
四
国
・
九
州

の
太
平
洋
沿
岸
域
に
帰
り
ま
す
。
メ
ス
は
そ
の
ま
ま

島
に
残
り
５
月
～
８
月
頃
に
か
け
て
産
卵
し
、
産

卵
が
終
わ
る
と
オ
ス
と
同
じ
く
エ
サ
場
に
帰
り
ま
す
。

産
卵
さ
れ
た
卵
は
約
45
日
～
70
日
程
で
ふ
化
し
、

８
月
～
11
月
頃
に
か
け
て
か
わ
い
い
稚
ガ
メ
が
海

へ
と
旅
立
ち
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
活
史

を
見
て
み
る
と
、
島
に
カ
メ
が
い
な
く
な
る
時
期
は

12
月
と
１
月
の
た
っ
た
２
か
月
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
一
年
を
通
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
、
や
っ
と
全
調
査
が
終
わ
っ
て
一
息
つ
い
た
矢

先
に
交
尾
ガ
メ
が
確
認
さ
れ
始
め
る
の
で
、「
も
っ
と

ゆ
っ
く
り
帰
っ
て
き
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
け

ど
・
・
・
」
と
思
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
と

は
い
え
、
毎
年
ど
ん
な
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

の
か
始
ま
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
、
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
来
遊
に
は
水
温
が
関
係
し
て
い
る
と

い
う
説
も
あ
る
中
、
内
地
も
島
も
暖
冬
と
い
わ
れ
て

い
る
今
年
は
ど
ん
な
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
来
遊
時
期
が
少
し
遅
か
っ
た
昨
年
、

一
昨
年
と
比
べ
、
今
年
の
来
遊
は
早
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
も
し
２
月
中
に
交
尾
ガ
メ
を
見
か
け
た
方

が
い
れ
ば
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 
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メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）は、メタボと略され、すっかり人々の間に浸透しました。

メタボリックシンドロームとは、下の図のように、「内臓脂肪型肥満」に加えて、①高血圧である②血糖値が高い

③HDL コレステロールが低いか中性脂肪が高い の 3 つのうち、いずれか 2 つ以上に当てはまる状態をいいます。

それぞれが軽度の異常であっても、動脈硬化が進行し、心筋梗塞や脳梗塞などの発症リスクが高くなります。

心筋梗塞

脳梗塞

1．軽く呼吸しリラックスした状態でまっすぐ立つ。

2．へその位置で、水平にメジャーを当てて測定する。

※腹囲は腰の一番細い部分ではありません。

※メジャーは強く締めず、

腹部にくいこまない様に当てます。

― 村民課福祉係 —

— 第１９２号 ―

クジラの伝言板

村民課福祉係

2－3939

クジラ：1 月は新年会も多くて、少しお腹回りが気になるな～。

保健師：クジラさん、気になった今がチャンスですよ！ 健康診断の結果も返ってきましたし、そ

の結果を踏まえてどこを改善したらいいのか日頃の生活を振り返って運動・食事を工夫

しましょう。今月は結果説明会も開催しますので、どのようにしたらいいのか迷う事が

あれば保健師・栄養士に相談してください！

クジラ： 運動した方が良いとは思っているけれど、どのような運動がいいのかな？ちょっと聞い

てみようかな！

保健師：結果説明会でお待ちしています！結果説明会以外でも健康診断の結果や健康についての

相談を受けていますので、お気軽に役場へお問い合わせください。

昨年 11 月、12 月に実施した健康診断の結果が届きました。自分の健康状態を知るために、必ず結果を受け取るよう

にしましょう。今までの結果と比較して、健康状態が改善しているか・いないかを確かめる良い機会でもあります。

小笠原村では今年も結果説明会を開催します。結果説明会会場には管理栄養士・保健師がおります。わからない事や疑

問など個別相談ができますので、ぜひご利用ください。皆さまのお越しをお待ちしています！

結果説明会に合わせて、40 歳以上 75 歳未満の国民健康保険の方を対象に、健康診断の結果から、メタボリックシン

ドロームの判定・特定保健指導を行っています。

メタボリックシンドロームって何？

☆健康診断結果説明会の日程につきましては、健康・保健のコーナーのページをご覧ください☆

腹囲(おへその高さ)

●男性⇒85 ㎝以上

●女性⇒90 ㎝以上

内蔵脂肪型肥満 ◎高血圧

◎高血糖

◎脂質異常

3 項目中、2 項目以上が

該当する場合。

メタボリック

シンドローム
動脈硬化

内臓脂肪は、CT でへそ位置の断面を撮影・測定した

内臓脂肪面積 100cm2 以上の場合に過剰蓄積と判断さ

れます。

CT による画像診断は、大きな病院など施設が限られ

ており、費用や時間などの面でも 気軽に受診することは

難しいことがあげられます。そこで、内臓脂肪量を反映

し、かつ健康診断や一般家庭でも毎日簡単に測定できる

方法(指標)として、腹囲測定が CT の代用となりました。

男性で 85cm、女性で 90cm を超える腹囲がある人

は、腹部 CT 検査で測ったとき、内臓脂肪面積が 100

cm2以上に相当するとされています。

なぜ腹囲でわかるの？
正しい腹囲の測りかた

定期的に測り、変化

をセルフチェック

するとダイエット

に効果的です。



南島外来種除去ボランティア募集（～１９） 東京都交響楽団メンバーによる弦楽四重奏（父島）

父島動物巡回診療申込受付（～２４） 子育て相談（～１５）（父島）

小笠原小学校非常勤職員の募集（～１５） 子育てセミナー（母島）

小笠原村任期付職員の募集（～１２） 高校図書館開放

明老会職員募集 東京都交響楽団メンバーによる弦楽四重奏（母島）

小笠原村観光協会職員募集（～２９） 子育てセミナー（父島）

原付免許学科試験申込受付（～１９） 税務相談会（父島）

子育てセミナー申込受付（～１０） 出港日

生活習慣病予防講習会申込受付（～５）

小笠原高校寄宿舎食事賄委託の契約者募集期間（～１２） 南島上陸地点の安全対策に関する説明会（父島）

「ありがとう！おがさわら丸・ははじま丸フォトコンテスト」作品募集（～3／23） 育児学級おやつの会（父島）

赤旗山指定ルート通行止め

2 火 ノヤギ駆除 乳幼児健診（父島）

入港日 農業センター成果報告会（父島）

赤旗山・時雨山・つつじ山指定ルート通行止め

出港日 入港日

健康診断結果説明会・健康相談会（～６）（父島） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

父島保育園入園説明会 母島診療所（歯科）の休診（～２６）

定期予防接種 農業センター成果報告会（母島）

小笠原中学校学校公開（～６） 専門診療 産科・婦人科（母島）

父島保育園児募集（～１５）

小笠原村人口ビジョン・総合戦略（案）への村民意見募集（～１９） 高校図書館開放

ちびっこクラブ入会説明会・入会児募集（～１７）

小笠原中学校道徳授業地区公開講座 出港日

ケーブルテレビ放映（２０１６海びらき父島・母島） 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談（～25）（父島）

入港日 専門診療 産科・婦人科（22～２６※24を除く）（父島）

第29回くらしの法律・税金相談（～８） 乳幼児健診・歯科検診（母島）

高校図書館開放 母島巡回労働相談

専門診療 皮膚科（～９）（母島）

母島保育園入園説明会 行政相談所の開設

都営小笠原住宅の建替えに関する説明会（父島） 健康診断結果説明会・健康相談会（～２４）（母島）

ミカンコミバエ根絶30周年記念事業講演会（父島）

第4回農業者セミナー（父島） 24 水
税務相談会の開催（～９）母島 入港日

第１回教育委員会（母島） 小笠原の森林保全活動報告会（父島）

都営小笠原住宅の建替えに関する説明会（母島） 定期予防接種

ミカンコミバエ根絶30周年記念事業講演会（母島） 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談（～2７）（母島）

第4回農業者セミナー（母島） 森林生態系保護地域保全管理委員会・利用専門部会（父島）

出港日 電話による無料法律相談

村民相談 ｢宝石サンゴでアクセサリー作り」（～２７）（父島）

ヘルスアップ教室（父島） 小笠原の森林保全活動報告会（母島）

専門診療 皮膚科（～１５※13を除く）（父島） 出港日

税務相談会の開催（～１２）（父島） 父島動物巡回診療（～２９）

12 金 小笠原村診療所（父島）歯科の休診（～３／１４）

入港日 高校図書館開放

子育て相談（母島） 固定資産税（第4期）・後期高齢者医療保険料（第4期）納期限

スターアイランド１５開催（～１４）（父島） 臨時福祉給付金申請締切
アカギ木工教室（～１４）（母島）
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